
北

〇 〇海

河 特道

口 定告

平 付 調示

成 近 達第

十 に 胆 契
四 お 振 約
年 け 海 に号

八 る 区 係

北 海

〇 〇 〇 〇
特 特 都 特
定 定 市 定
調 調 計 調
達 達 画 達

道 契 道 契 道 法 契 支
教 約 教 約 稚 に 約 庁
育 に 育 に 内 よ に

告庁 係 庁 係 土 る 係

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
知 道 建 農 知 知 小
事 路 設 林 事 事 型
表 の 業 水 権 権 機
彰 区 者 産 限 限 船
の 公 域 に 大 に に 底
受 の 対 臣 係 係 び
賞 変 す 権 る る き
者 更 る 限 保 保 網

第

〇 〇 〇 〇 〇
家 道 生 生 生
畜 営 活 活 活
伝 土 保 保 保
染 地 護 護 護
病 改 法 法 法 告
の 良 に に に
発 事 よ よ よ
生 業 る る る

号

毎
週
火
・
金
曜

月 漁 る「
二 さ 業 落告
十 け 調 札
日 ・ 整 者

ま 委 等
す 員 の
」 会 公
採 指 示

火 捕 示
の

曜 制
限

日

上 る 渡 る 木 開 る 示
川 落 島 落 現 発 入
教 札 教 札 業 行 札
育 者 育 者 所 為 の
局 等 局 等 告 に 公
告 の 告 の 示 関 告
示 公 示 公 す
示 示 る

工
事
の
完
了

表 及 監 に 安 安 漁
び 督 係 林 林 業
供 処 る の の の
用 分 保 指 指 許
の 安 定 定 可
開 林 の の 又
始 の 解 予 は

指 除 定 起（
二 定 業（
件 の 二 の
） 解 件 認

除 ） 可
の の

変 施 指 医 示 目
更 術 定 療
計 機 医 機
画 関 療 関
の の 機 の
決 指 関 指
定 定 等 定

の
変
更
（
廃 次
止

日
発
行

示

（
三
件
）

予 申
定 請

期
間

（ （ （
道 建 漁
路 設 業（ （ （ （

人 整 情 治 治 治 管
事 備 報 山 山 山 理
課 課 課 課 課 課 課

、
休
止
）
の
届
出（

土
地（

酪 改
農 良 （ （ （
畜 指 保 保 保
産 導 護 護 護 発行
課 課 課 課 課

北 海 道
（総務部法制文書課）

一 一
一 一
三 三

港療サ

医杉ア田輪医別
ィ 法中ヒ支西法テ

療サ

療 歯
剤み社診 人

調店人

局ど美室

社薬団

一 一 一 一
一 一 一 〇
二 一 一 九

平療

お名医院城お目

と

人つ名 称 届成法山お り
出

診

あ８団 又ぼ が年社さ

っ月誠とク

） ） ） ） ） ） ）

一 一 一 一 一 一 一
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
九 八 六 五 五 四 四

北

生 海 まやはつと

道

な

活
告 ば保 よ

示 きぎる護
第 さ法 こ

ざ

ろ

） ） ） ） ）
電話

一 一 一 一 一 ペ
〇 〇 〇 〇 〇 ー
四 四 四 三 三 ジ 印刷

療ニ

名に医リ駒医リ丹
羽 木 ざ法ッ法ッ

し療ニ
ク 耳社社

わ人ク人ク 称

健若 又歯 鼻団団

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

保機成

活る平

生せ
さ

護関
次８

法を年

山式り会

科株西

団 の月

局江
科 医

社薬歯 医 田会

階

上利函室江３

院院亀

郡郡市市市

川尻館蘭別

瑛尻田西町

美利亀輪幸

医リ は た

ッ 富皮 氏ニ療

。日会う

沙釧富蘭

名医ふク所

川
在郡市野町

流路良越

所

昭

地別吉山名

門住市目

号

調

和 ばきか調
薬律 歯科薬法 剤 剤年 歯
医第 薬

科院局局局

恵檜釧千中第
）
号

庭山路歳川

和リ葉 咽

市郡市市郡条

お望 クニ

科 は科 会会 喉
ッ
つ歯 ニッ 氏医 お洋 リ

釧網

名クククク院

ぼ科

良目内路走

所岩富丁静

昭

在沢野７郡市市

見

和と
お日

た
第し

律定
法指

年り
。

第
）

号
条

町富港町

町町１丁１

本士町１番
江

２鴛番目

丁泊
－号テ

６２サ

目号番別

一 ィ

〇
三

同同同同同

町２部町

富丁２ 又

南 は地 南１通番 川目条

北２号丁 住
－３１

１番

海－目

道所
堀成

届平同同同

事
知

栄頃２

牧江治北豊の

出

規

２町町１町の

場差水
木番目岩定

番伏６丁茂
栄に

地
戸２
号－町よ
り ４

、 番

指 地番

定

採６

市市静春南

機
療

医

東

条山町４条 地７字内

又６市野目１

西部吉丁

目地４番目

丁街町５丁

は９２丁

南－

地通２ 住番条目号

、
り

よ
に

定
規

の

所１５ の

事 助

知 扶

道 療

海 医

北

め

堀 た

変
更

）

同同同同称
名

の
達

関

容止止

也休廃同同

内

か
等

同同同同同

ら
次
の

定成
指平同同同同

年
月
日 当

也 担
を

達 療
医

の



北

家家病ヨ 海

畜平畜のー 道

伝成伝種ネ 告

染類病 染 示

病年 第

が８
次月家の類牛

畜種 の 号

と日

北 海

土覧 北

道層そに 海

営改の供平 道

土良関す成 告

地）係る 示

改）書。年 第

良事類８

業は月

東の、 号

部土北日

道 公 報

医 北

生療名富 海

活扶平 道

保助成称 告川

護の 示

法た年又 第

め８治
は 昭の月

療 和施 号氏

術日

第

社調い 会み
式た

株きこ

サ

整 ク
ッ局

ラ薬た

ド剤

号

メ
モ

カ

平

デ 成
十ン
四タ
年ル
八

発畜似の

り患疑畜患

お
。発頭

た
し

生・患別畜

道

高地海

郡
寄

発足

生数

業支

区事走

地良網

台改
総計備

帯更に

地変庁

畑

て

備定い

整を置

合画え
め
担た、

所沙

律当
法担

年を名院

る流

第す
施郡

町 第地 機別 ）術門 号在

関
を富

１ は おの南 に次川 条又

ジ骨 ン

いと

院更更

変変ョ変変変変

後前後前後

更更ウ更更
函函函

））））））

前

式式館館館

カお北株株

う市会会市市市

モお見

通

デち北社社本本本

メ

２２２

ン歯６ドナ通通

ッジ丁丁丁

タ科条ラカ

あ
ル医東

月

い 二
十変変ぬ

日

医医爾

））
前後

更更ま

療療志

火

人人熊

法法郡

曜

団団町

社社石

日

登

の喜
町

寄

生足

美美相

海牛

北
道場

生成

発平

堀
所地 事番 知

手成

い。平

支

道

］月海

型８北

援年

堀

、ら

道か事

農日知

区

住 てお－

理、

整間

画日

用指－ 準り２

定所
道指平 同た海 るし北 す
第定 知成 法。

事 ４年
月 ９堀
日 条

あ院３クマ目目目

規
の

いあ丁サ薬

ぬい目ン局番－－
３ まぬ２ジ

調
み

３ウた

ま－ョき号

調局成

平み薬平

た剤
き

成

剤

変 変薬

更

変

更局

西西沼
更

会会
サフ
別ス
江ポ
科科

歯歯
診江成

ィル平

テー
療別
室

達年
月 也
日

定１ 北

森す 海

る平保場 道

予成安所

林
告

林

法
定 示

で年予 第

あ８定

昭
和
る月森

ょ縦

きの也

暗般

、一達

おに又

、

北

北いおは平 海

てけ起平成 道海
準る業成 告道

年 用小の 示海
す型認年９ 第

る機可８月

面
漁
場船の月４

同同同

、
り也 よ

に達 定

同同同同

同 同

）））

称称所

名名住

同同同同同

同同同同同

同 同同

同同

林 。 号年
第在

律所

法日の
郡す 第

田示 ）亀に 号

戸部

業

字限 ２

町に の

井分 条

日 合底申 号調
含き期ら

整をび請日か

規
則む網間

。漁を日

和のので

昭）業次ま

規手と
二定

北に第り

年定繰お

規、た

道り種め

海よ

地広

１１１２

同同同同

旭地標 足

２１１１

同同同同同同

北中２富地広山亀

１１

る 第

白３河

２１

同同
７

町、 の

来） 項

田。 ２

瀬

規
定

ら 北 に・か

よ海

り道
２ の

事上で 次

知以ま 、

し

則胆し。

に う

堀筆 よ

、ゃ

第振
日も

十網北 第
、た ）

高け 号

知 第
及業道 条

勝漁海 ６

堀

路に 項
釧）事 ２

び」
支つ

市郡

津 寄番川尾

庁い 第

別鷹樹

中 陸東大

郡 郡地

大

町 字５字

津 町栖町

標

樹

字 上線

豊 陸

岡 別号

東番 ９地

番広良の尾越田
線番番

郡郡郡

川
郡 地島野

大八七
町

別 北字樹雲飯

幕 市市

里フ字大上

町 の下町町

ラ大新藤

字
糠

城 ヌ全 内 番イ番 地

番地 番地５

糠更

白音

郡郡

糠東

地番

基士

路東

茶字

町町

一線狩

〇北

四

て 安

い 保

つ に

地線

番５

指図
也の を

次 林

達

管て
合の ３
沖そ達 第

内、 条

同同同

に域可
海許也 項

同 同同同同同同 同同



３

た解解在保た

平 目除場安目

成 除 的に所林的

十 係と

四 のるし

年 保て

八 安指

北 海

２

た解え解在保

備

目置除場安

て係と

除 的次いに所林

」覧保て の図縦るし

の
はに安指

道 公 報

定１ 北

森を 海

解平 道

除成解在保

林
告

除場安

法
す 示

る年に所林 第

。８係と

昭
和

月るし

保て 号年

日安指

第

村立次経

イウ庁

木 主森間の済

おの林

の 伐林伐と次部

し備係り図務 伐 と整に

及及 の

て計ると」課 採

伐画森す

号

２３
の伐

定木主 定
立

指指ア

目の
択 採 業、 の伐は 施

理

伐

月 林定

二 のさ

十 由所れ

日

霧 指野

害
９ 理郡の の 定付

火

の海備 、 由別防

曜 消町

滅別の

日 海

れ

省すのさ

、供林定 理

野魚

、）
し。

由略る所

理図郡き

定の付つ

指そ

本

消北町

のを海

由面別

のさ

律林定

法

道別

滅海

所れ

第

室次つ 第

根て魚 ）
号

市のき
示 ２

口に の

川図 条

るびび 限

５部 １

のす 第

を定は度。戸

採で林

るる次の町

すめ、次井

と準とお場

こ標のと役

で期り」備

が伐おりに

る以す、置

き齢とはえ

木の。略て

立上る省い

件法よ
に 方 要

はもし縦

備
防

の
害

干

。
る

的

の
、

の
、

の

、

庁５

支の

室９

根海

、

部の

済９

経
林

の

・分 項

室
根
び
及
課
務

る 定

昔限 規

槍に
、 り

海９） よ

北の。 に
、

道・
知

の

事・、 次

堀、 よ
保

上南 に

以湖 う

供

当とそに

、の、覧

４

。面る

立る図す

該すの
係

在関

所び）

の及。

木

海

村北

町を

市類

る書

す
に

、
８
の

保た解置
え

安目い
図覧

との縦

除 林的次て

法１

に
所
役
市

し

北

農律 海

林第平 道

成解場 水 告

除所 産 示

大年予 号 第

臣８定 ）
第 か月保

指い
也つ の

に 林

達筆 安
解在保た解置
え

１２３

除場安目い

との縦

除 に所林的次て

保て」に の るし図覧

係

定

町支

市島

る渡

係道
北

森を 海

解平 道

除成

林
告法 保た解

す 示 安目

る年 第

。８

除昭 林的

和 と

月

４

し る
係

除に所
除場

解解在

、す 理

指は供

て」に の
し）

れ由略。

さ省る

定
の施図

害港の

風漁そ
、

地北

備用を

防設面

安 ら 号

の所 規 次の の 、日林 条
保常 る によ うに よ在 定

あ の佐 が 林郡 知 安呂 通

安指は供

た 定間 っ 指呂

。

のさ省る

林定、す 理

水道そ
、
し）

所れ由略
面

郡の用図

払源路の

勇

養す北

真んとを

厚か地

字る海

町

の号年 て
れ由

第 さ

律 定理法 指日

害定第

風指）
号

の理

保 の

消２

備のの

防由条

定津

指標

由所
の
林 理

安

と海

消町

の津

由標

理郡

部
務
め林

た産
る水

す道
治

一 山

〇 課

五

解。 を町

呂
佐

び
及

北次

予。

る林

す有

除国

る知に

あ道図

で海の

定
林分

森堀部

、す

旨事示

の支

１振

内め胆

幌た道
庁
経

務

道図林

海の部

北次済

堀部び

す及

事示課

知に

に
定

規
の

項
２

滅第

分厚

崎

滅字

う
よ

の
次

、
り

よ

の
１
異

無

限

法に

備
に
場

役
町

間

也）

和。

昭達る

。場

達る役

限町

に真

年 指
の

林
安

保
に

備

也）に



村谷

株業木有工永竹長

会村会店井建山

式限務
敏式

キ博丸敏株

社社設

興愛社

ー秀三文会昭

コ

北 海

平号崎式

商代岡青株似

設社 者

成又住木会鳥 表
は
称式ト

の 年名株博ニ昭

名社

月及会文リ雄 氏 ８

び

日

道 公 報

の 北

建建 海

設 道

業
設 え

告業 た解置

の 示法 目い

許 第 除 的次て

可 昭 の縦

を 和 図覧

取 の号 」に
は供り

第

３

た解置解場保

え

目い除所安

の縦定と

除 的次て予林
指

」に安て の図覧保し

は供林

号

２
解場保

平除所安

成予林
十定と
四保し
年安て
八林指

札１札森札

市条市４

幌条幌２幌－

央区

白－中９北

市２
石
区区北

米宮

第

般石般石般石

里の西

－第－第－

条幌６

主の札４札寒
９

手１ る所
市５市条 た幌

稲－

清－

営田
地栄発

真新 業区区５ 在

第－第

建許般石特石

所
設可－

９

律 省るし
法 、す消 理年

し）。
第 由略。た

、
施図第

港の）

漁そ号

設面

項

と海１

地北第

用を条

る所さ

、すの定 理

す道

公

、
し）

由略。在れ

省
図郡の

港の呂衆

漁そ常
間

用を呂健

設面佐保

施
す道

と海町

地北

月の定

二所さ

十在れ

日

郡き

呂つ

常魚

火

呂
佐

曜

町
間

日

号

構部部

一鋼一管全

号 号

同

業物業業

廃造廃廃

部

の

同同

番 業
許一と水全 北

の号号号
廃 道請可部び道部 海申

業土設業 知区取廃・施

堀び種、

及業工 事分消

産規

る水の

分成

処平同

治り

部よ

務に

め林定

た
佐の

び等

及業

課廃

山、

有

る水国

町の

間出

呂届

の

部次

務。

め林林

た産

部

びす

及示

課に

山図

治

林
有

国

町限

間に

呂分

佐

に
分
部
す
示
に
図
の

次
。

限

式

大有ー小協株高株岩

興林プ会石田
式 限ン同

ン克社 社業ラ社会 西会

工己工宏

幌出ト明

札日

茂グ雄

達年
月 也
日

式

丸会田株素及株青株

中会川会山
式 秀社式描

ア和青末社 士社社会 富

夫組吉善

設ト山芝

建清

次

にた

場っ

役あ

株秀リ

有ハ小高高中石手手

備

木機津塚 塚

限ウ笠木山
晴昌

社設械工

会ス原建

店広

イ式式務 マ良株株

場。

役る

ル次会誠会夫

会友角野ツ社木

備
に）

原

建研社山タ崎

つ太日
錐発硝

設田試兼開村イ

作

業式株

勝工株征子耕

株

）
。
る

利株司会充式

じ

社社

会田会

限式

有藤

東

リ業

塗子う

田ょ

藤幸

幌－幌４

条札３札１札

市３市－

３幌条

－市
区２区央

３北－北中７
石

似西１

琴６南

新北区

条札

式エ

石般石般石般

幌２幌３幌

札西札条札

北

市条市－市－市

幌１

北８北６ 豊
区５新拓太

平－区区区
石般

寒１５５

月川北平

札５

ド社社

般石般石般

北 札条江
市島市４

幌８別広幌条
区１

西５一市北－

市－

琴

西町栄新

区番共

野

－－似

社会

般石特石特石般石

幌条

４札８江５札１

式

市 ９市１市４

別 条幌条

田５

角 －東－清－

山 １区
東区

雁清

石般石特石般石

来－田

幌

札条札

工て

幌
田豊

屯区

区平

北豊

市市

第－第－第

般石般

６平

第－

９
号

部気部

同一電全

号号 号

第－第－

業管業

廃、廃

－第－

９
号

部筋部

同同一鉄全

号号

－第－第－第

業業

廃廃

－第

９ ９

号号
械部

同一管一機全

号号

業業具業

廃廃器廃

部部

第－第－第－第 －第・

同同同
号号 号号

特
－

同同
号９

一
〇
六

同同同 同同同同 同同同同 同同同 同同



管限業

有工谷日小有工

会所口建坂会

限業

平 社設社

成 谷株昭東

十 口式暉

四 板勉会男建

年 金社設

八

北 海

管

西西有斉株坂株産前

藤会本会財田

田限式式
美尚 設社社社人 建田会

組一

藤本濃 工
信斉坂和

業設破

業一工篤建夫

道 公 報

有篠株イ大岩岩有工西

建崎会尾

限式ー崎限業
国次

社社設社

会田会槻

シ正株
会郎開雄

田ス式太際

篠
設ム社発

建治テ敏

第

栄

炭株池盛坂東岡一一

崎会町光本興部戸戸

式
未昌興光株東建敏

社業

明業雄会州設満

来式

一
研社

則住

号

藤会ン

築限ニ

建佐有ン
プ

ト崎

サ佳炭

房社グ

工

ラ

ウ弘

月 滝－岩－旭－二 川６ 川３見十 市沢－市日

３条１

町７山

本市５永

－西条

１火

曜

－第－第

般空特空般上

－第日

川唄

函９上－深美

館ノ

条美

大町１字

市国市市

町土４唄

森字
留－

－

・第

般渡般檜般空般空

－第－第－第
特 ９ ９

函函－ 函 長
部市４市

館 万館－館９
山 字道町

東 町中本

市
町 長２

万丁－

部目

－第

般渡般渡般渡般渡

－第－第－第
９ ９ ９

七番七 札条七

地 飯飯 飯 幌

字字 字 西２町町 町 市－
寒大大 野 発西西 中 区

沼 ７沼

－第

般石般渡般渡般渡

－第－第－第

市－

幌１幌６

札寒札幌

区区

稲石

手３白３

市－
－第

般石般石

発札

新東

－第

号
部道部

一板一水全

号号

業業設業

廃廃施廃

部金
同同同

－号 号

業
廃
部
全同同同

号号９

同同同同

号

一大全一造一土

号号号

廃廃廃

部工部部園部木

同同同同

業業業業

廃

号号 号
部築部

一と全一建全

号

業業

廃・廃廃廃

部び部

同同同同

工
業土業

成
平同

同同
号号

田

辺式

所齋渡渡株ー福

見
英北春

設社

藤建辺会

博続雄ア男

相

藤

佐式佐株建森有中齋

田会嶋家

々会々式設限
賢建

建社社具

木社木会

製

運ク地具

設正タ嘉大

輸輝シ彰工一

鈴細細有畠株國北会春

山会見建木 貝限式都社

岳工信

工社社設

木貝会

株一

ー鐵業 務鐵ワ笹丸

寛店也ク枝鐵志

設

ト遠朝朝株破林有建

建倉会管会

ナ倉式産限

人孝丸

有設社財社

ー藤

鈴

会式ッ智

限慎株信ニ

社司会行ケ幸

工島ロ

々島コ

佐田田エ
パ

式ル

房株喜カ

業ジ

木

人ロ

雄会幸

北３北

園軸

見三

７市市 －見見

ン業作
網般網般網

－－

毛走 延

増地幌網１網

株

町字 別潮 元市 町市 町

走
天 苅見

都 番

留般留般網般

番地－山

和式

般

旭旭－旭－留

市市市市

川川１川１萌

団町

光神業川

春西工堀

区１３－

１南地３

町楽

ン木

般上般上般上般留

川６別寄

－旭－士名

社
光７５

春東西

市市市

１

５条南

区６

社ー
上特上般上般上

４

光

永東

市市

川川

旭目旭

般上般

丁４

６条

町８

山

第－第－第

９
号

同同

号号

一
〇
七

９

－第－第－第－

部

一造一管全同
号 号号

第

業業業

廃廃廃

部園部

－第－第－第－
９ ９ ９

号
築

同一電全一建

号号 号
業業業

廃廃廃

部気部部

第－第・第－第
９ 特
－ 号号号 号

業

廃廃

部築部

一建全同

・第－

業

特

同同

同同

９号
－

同同同同 同同同同 同同同 同同



北

道 海 山株佐有高

道路 式限

告法 内会藤会野

示 社社

第昭 政佐弘卓一

和 藤信

雄組美産子

号年 業

北 海

江株心佐山

式ム式

小株ー篠

社

林会帯河良会藤内

ラ 工 悦ミ啓ア宏建

社広

ブ

哲ワ進業司イ欣設

サ
ホ

道 公 報

限

清清有佐高星十山有

水藤工硝上会 限 水野勝
忠株淑ホ

業会業子社

工

電

式式式シ 社 株政静株

社気

会幸和子会美会子

社社

第

野

ン秋フ社鈴越青吉吉

山ー木建木建野

グト後
式式

業株和株正

産設設

社社

敦式篤会夫会人

株
会

号

会代エ

式山

株堰秋

平
社ン

成剛ジ
十ニ 旭

四組幹ア
年リ
八

子路第 弟８釧律
法

屈町
－

第 周２

） 摩美

号 町豊

１
釧般釧般釧

１
第

条 －３

の 第－第－第

項

９

釧釧 －帯－釧
路路路 １広

興

市市市市

和野津

西昭

南５－－

条南３５

５－１
第－

十特十般釧般釧般

第－第－第－

帯－帯 室３苫－清
町市市

蘭小２水広３広

１４６

中市南西西

市牧

６南南

町川条条条

島澄

３町

－７－１

－

般胆般胆般十般十般

－第－第－第－第
９ ９ ９

－苫１室－室

牧１市市

４小－蘭５蘭

出町

明７の西

市－日輪
胆般胆

町１－

新町２

野
－第・第－第

胆般胆般

第

特 ９
月訓番苫 二

子地小 十

府牧 日

町 町木 栄柏

町市
４ 火

曜

－第－

般網般

日９規 ９

定
道

、 同同

り
よ

に 号号号

の

同同次
を

域
区

の
路

号

同同同

同同同同

号号号

同

号号
部

全同一管一建全

号号

業業

廃廃廃廃

部部部具

同同同同同

業業

号 －号
部築

電全同一建

号号９

同
工

業業大

廃廃、

気部
同同

業業

廃廃

部部

一管一
号

と

成
平同

お
り
変

路達ら先

道区伊か地

３
の市伊

北地

域黄市浜

区北達海

金

道路

道しそ日

更の１２

同関ら成路

路、のか平

の線

法
条係２
間８類名

昭第図週年種

項は、月

和２面

道
海
北

登

告 河別

示 川町

第 敷
地番 ）

路

平道路道区登

１２３

の線の

別 成路

市

月

登 ８類名域

中 年種区

関ら

、のか

しそ日

更の

２面間

第図週

条係２

同

金ま

町黄）

項は、

番町で

８
地番

間先

前別
更の前後

変後

年の、一
の道黄

法規北般日道南

覧長

第に道縦金

律定海
よ建
り設に和

第
路道す ）道部供線 号
の路る

供整。

開及 １
を課 第

用備 条

６号

中
市で

別ま
登先

ら地
か
別

前後後

町

日道洞
道爺

変後

線
別間先

登地

湖番

北般

の、一

前別
更の前

よ建覧

に道縦

定海の

規

る

路道す

道部供

り設に
及

を課
用備

供整。

の路

敷

開

地
の

員らでらで

かまかま 幅
延

る海 規
す北 の

始び 項

長

土北 り

蘭 よ

室 に
。道 定

の

業知 路

現道 道

木海 、

え を

備堀 域

に 区

所事

でらで

まかまかまかま

でらでら

敷
地
の

海
北

員ら
か 幅

道延

知
事

。道
る海
す北

始び

堀長

木
土
蘭

室

一現

〇業

八

区 等
複 道

国重

え
備

に
所

て達 と

い の

置 次

の間
と

道
国重

変示
告也 り

、 お

い
置

の間

也と区
等複

達

示
告
、

て



キクケコサシ

平 合合合調定液

成 成成成圧流肥

十 樹樹樹弁量混

四 脂脂脂付自入

年 製製製フ動機

八 耐耐耐ィ停

北 海

１

合

札調
入アイウエオカ

成成成

に達リリ調合合

ル弁樹樹樹

付をーー整

るる式式脂脂脂

すすル

耐耐

事物散散圧製製製

項品水水力耐

道 公 報

協 北

次な定 海

のおの平 道

と、適成 後

おこ用 志

りのを年 支

一入受８ 庁

般札け月 告

競にる 示

争係。日 第

第

平道

し海市小札同

定北

幌 た

会）樽市 。成社区

８献村田平

年貢町清豊

月賞名市区区

日

号

則
規

彰
表

道
海

北
平

月 圧圧圧ル止

二 ホホホタ弁

十 ーーーー

日 ススス

火

曜

日

ホホホ

等施施計圧圧圧

名）ーーー

の設設付

及然圧

称自加ススス

び圧圧３５

入る

））

量型型

数送送

５

札調 号 支

達
下、

以は

庁入
と月

」４
札年

い

告
上

名
氏佐山井

。マ
う日

体栄

団秀道千

は
又川岡

績子
功母同同

名逸子子

成

健 の保

公

第
則

規
道

海
北

年
に

）
号

２

実シ海

をケ北

）ラ

１１

示

支

る作志

すで後

施ュ道

府
政浴

た
れ長

さ庁

。成 道
海

北

容労
功 内

達
調山

く
づ

基

堀
事
知

表

次
を
者
賞
受
の
彰
表

事
知

の

３

本本本基基基

を道約海便

次格契北郵
号

い成有が条道番

の平
す行項後 ず
れ年るうを志

に北こ指示支

２

台台個本本本
に

調納納札

ムメモヤ入

リを入入参

かかかド達

す

水水水ッす加

んんん

関
に正

ホホチプる期場

ハヒフヘホマミ

る
す久

ん

ママかかかかかか

ノ

水水水

チチんんんんん

チチチホホ

ノノ水水水

トナニヌネ

也
達

継継チ

ポホホホ２ママ

チツテ

ノ

上リーーー分チチ

地

バ継継

配エススス岐ノ

タ
決
り
お
と

管ン用用用

上上上

液地地地

スセソ

入管管管

混配配配

肥

も海と名す庁－

該道。競場総

当告争所務
海

る第札会北

す示入部

に計 こ

田

。又す虻

と号関課道

を知

成名倶

平指郡

はる

者

ーーュ用物る

年停安

ト等に

ススース品日所

取ッの必

巻ブ
機多パ仕平北要

孔ー様成海な
道資 手式等

）２志

動）年後格
庁

点入月支

滴札

ューー

）明の

型説日長

ーーースス

手手ュュュ

ブブブブ

ー
用用巻

多巻巻取

ス式芯芯

メメ孔取取機

ス
）））手

＊＊電手動

散動動）

水型型

型））散

ル手手
オオ）水

セドポポ

ブ ップリリ
エ トラ継継ジ
ル グ手手ョ
ボ ３イ
ンメメ

トスス

本

スス＊＊

メオ））

立

＋＋
ママ
チチ

岐ッ

機分分セ

ノノオオ

接接ト

岐
続続

スス立

ーー本

ホホ２

止町

））
型型

水滴
散点

告て条

道れ１

海さ北

北

目

９い丁

第な２

示い東

号こ

一 にと

〇 規。

九

よす

に定

書指

物
る

す
定

））

スス型

所

。場

るる

）
スス））

メオスス
）

資
の
入

購
の
品

）

１
組台巻個

３８ ４４
個個組個個台組組

５４

組個個個個個個個

１
基本本組



当

開に入る捨税相

号ア

た業す

札掲札落額て事

額加金者る

の札 げ金を
定 入等算額で金

時決 る

を

おに 札にし）あ額

に

当 及係たをる

北 海

っ

７８９

交札入約

落財て契要そ
の 則 付の作

規 者札書

務

方定効の

第 決有成

方な要

法法入否他 条

道 公 報

６

保以以入

金札説

以証入下下札交

下
を保政財明付

」規の方

消納証令務書
法

税すのと則交

費付金

等る納い」付

第

５

札札に
札 札

入開開入
入

よ
し
証 日場日加

参 保 札
時所時金

号

４
話札入

電入

平番執
成号行札
十の
四場場
年所 － 八

た びる金もか入

い 及所

書

、っ こ消額っ免札

て
２て の費て税
業記

には 公税当落事に

金価者載

規、 告等該札

定取額格です

定入 にの

る書 め扱にとある

す札

かと

資に るい１するこ

札未のを。

格記 入円る
、わ

有さ に満で問

を載

限 項に １札 第

しれ 関の

定 番場。 規 話のる の 電
でし に

号所）

交た よ

付者 り

すを 定 －
る落 め

。札 た －

者 予

の。い関

」こ付うとに

い。免）うす北郵

とと

事道番

う除第。る海便

） 。、

第項後号
志 条 ）納

相付の支 当方
及か 額法庁－ ７条

を等総 びら

含は務

む、部 北第

会北 海

。地

す
と

う

道

堂務平
部成郵ににる

送同同者 郵会

。。、

送計年にじじは

よ に課

者

る１場の

よ）月るそ

は午、見

合はの

場日合

、後平積

月び － 二日

十時北

日海
郡

田 線虻 内道

火倶
知

曜

町
安

日

数札、

なた す端入ず

北

積

者額 条がに見

い金 る

当 にる加も

のに 件あ参
きるた た該 違とすっ し

約 札額 しは者契 入金 反
入そ、金 、の た、は

財札の消額

の 規は端費の 分 務
則、数税

５

と 定

無金等

制
。 の 線る 格 内す 価
限

計海

の
低

最
で

内
囲

範
の

務 の自ま課道 財 ）方条

治で虻 規 法の田

め倶 の

施定郡 分則
と安 に和 令る知 ５昭 行

こ町 相

に１ す北 和ろ北 当年 昭
海
規 政る東 額道 年よ条 る

っ

郵２成も

令。２ 以

便時
月約

号９契

番年た
金

ま

－日額

で消

のび

海着及

北必税

に費

目
丁

２
東

条
１

後こ地

道

に分 第 庁
支
志
後
道
海
北

効額に

相の とを係

条当 す切る

。
各るすり課に も

を
格

価

目 の第 第丁 上則

入

。 札。号 号
．

こ詳
の細
入は
札、

）費

支。消

志と方
の入

総税

庁

約本の

る契契日こ

アイ

札

とにの語入

こ約名所

２

す続び及 在 。関手及

あ一

落での
者員

イ

講
階

とかに

者る部

札

×

執札
行説
は明
、書
公に
開よ
する
る。
。

＝＝

事称地お本契

るに日び
貨、

をて通は

務い国約

海便話用調

担北郵電使
号る手

す道番番す達

当
組志言続

る後号

語の 織支

及停

び止 － の庁－

名総

通等 － 称務

業

たし事

っ申税

なを免
とい

、こが

はる者

者出
定だき

決たと

札。る

落

１

や落共

速、、

後しは

＝＝＝＝＝＝

３５

２ １１

及部貨が
有 び会北

り

虻る 内 在課道得

所計海
田。 線 地

郡
倶

企

か札同

条
１

北
町

安
知

同消

費共体

消が業

に者
課体等

の業税

等企費

税

一税の免

一事場税

〇

申

であ者

者で業

業合事
書

るて出

目
丁

２
東

あっ
構出

税の提

免そを

か、
業成す

事



事 北

都は 海

完 道

了
市
後計

平 し 志画

成 た 支法

十 。 庁

四 告昭

年 示和

八 第

北 海

．．

道 公 報 第 号

月 ６年

二 号法

十 律

日 第
号
）
第火

条曜

第
１日

×３

４

×××

５４４

項
の
規
定
に
よ
る
次
の
開
発
行
為
に

＝＝
１

＝ ＝

８

関
す

工
る

北

次

３

海

の平 道

と成

開

稚 発

お 内 許

り年 土

一８

可

木

般月

年

現 月

平開れ開所

都は
事１２

び

計完成発る発及

市、

区地許 画了

のを名

法し年域域可氏

た８又

。月は名受

北 １２３

道
海

開れ開所開

十 発る発及発

勝 区地許び許

支 域域可氏可

庁 又のを名年

告

事

は名受月

北

都は

２３

海

、平 道

完成

市 開所開

宗計 発及発

了 谷画 許び許

し年 支

た８

法 可氏可

庁 を名年

。月 告

地

成発る

平開れ
１

受月

区

月は名

８又の

年域域

競 業 日

争日 所

入

及

告

札

び

示 番道

に 第 号

稚よ ４

り 号 内 平落
土

者

成札

木

３決

年を

現

工称け

昭

月定

和

日区た

第
律ま住

法含の

年に者

河線河芽
西室 号西
芽３芽農 第

郡番郡町 ）

室、室業
町協 条町

示 工称け日

第 区た及

に者び

号

区稚株平

ま住号

含の番

内）内式成

稚
市市会

４和月

光央９

新中社年

昭

町

示和 け日

日 第 た及

２年 者び

号

第
律 住号

法 の番
平 虻

）

田坂成号

郡
倶秀年第

知雄５

工称
安月条

知
倶
郡

田
虻

ま
含
に

日区
安

業し

日た 所

十

。

告

建

示

第
指

一 －

一
一

組 １

西番東同 第

令
指
号

２ の

狩、条合 項

士５１

北北

目表 定

海３番丁代 規

道線

理 に十

務 次

支７専 る

勝番事 よ
の

庁、
長

、 行

尾８ 発

番辻 開

丁光
目開日

代建

北４－宗

－７発

海の
宗、取第

道内表指
締 谷

役－ 支

田号

庁－４

長

令

、端指

山

正

後の

４項

南日１

町８第

丁第に

２指定

東建規

条

よ 目

開

地号の

番２次

１－る

２
海東

北条
４
南
町

行
発

庁番
支２

志目
後丁

道
長

為

浴

山
北 る

、 す

篤９ 関

番勇 に
工４
治

上－義

徹

工
る

す
関

に
為

工
郎３

第

久
正

山



北

次

７

海

の 道

と

契

教

お

約名所

育

り

に在

庁

一

関称地

渡

般

す

島

競

る

教

争

事北北

育 務海海

北 海

５６

約般般成

契一一平

の競競

相争争年

手入入北

方札札海

決公稚

円円円円をの道

道 公 報

３４

札氏住氏住び札

落及落
金

氏氏住

の名所名所額

者

井京

及株室三東名所

名
び式蘭

第

２

除ロ凍札成
落平

ロ雪除ーロ結を
定７

ート雪ター防決年

リ剤し月

タラトリタ止

リッラ除

除クッ雪除散た

雪ク車雪布日日

号

１
札ロ

落

平にー

成係タ
十るリ
四物除
年品雪
八

入

等車

局

札

を道道

告 担稚稚道

及 示 当内内教び 第 す土市

育随 ７

意

る木末

号 組現広庁 織業４契

渡

名企目に

の所丁約

島 称画２よ

教

落

及総番り

び務育

木

し土

定告内
所部号札

２
第

示
告

所

続業

手現

た

産港株札

住会市物都

号

会市

江マ区式幌

所社入
林１ナ橋社手

栗町シ新
ー丁本区

商番リ６日稲

株目除稲

会地

製条

会番機３

式１雪穂

社

所丁

号作６

２車車 車

１ 台 級 １

台湿 、 台と
・ と交と式

交換交、 ×
換）換 、 ））

級
・

動 １）駆 級輪 付）４

月の

二名

十称

日

び
・ 及
数
量

火

）
級

曜

１ 北

日台 海

局

地務及

在総者

告 課び

示

し
定
決
を
方
手
相
の

約
契

番
４

目

た

１ び台

及１） 台

号 台 木
土

内
稚

道

２
）
台
１

付

。

田
鷲

長
所
業
現

意方

随１契随一平随地
契自

意月約意般成

契当の契競

に法

約た相約争年約治

２

にり手入北

意氏住

随パ随平随
アイ

契

意ー意成

契ソ契
の７の

約ナ約年約名所

にル

名所

１契一一平契
アイ

に在

月約般般成約

当の競競
北す

た相争争年関称地

台

り手入入

住札

パパ落平落落

アイ

者金

ーー札成札氏

ソソを
７氏

ナナ決年の名所額

１

一
宏

ルル定

札

成落

平

札海よ施

月る

８係

年に

る単をの道っ行

係の方

育理第

契価決公教た令

約定告

し庁由 金

た渡条 額

手島の 続教

第 示項 告１ 局第 育 円２

手日東

係コ相月相

６ 第

るン手

の商都

物ピ方日方通京
代

等ー決氏事千

品ュを

名し及式田

のタ定名株

日住社外

称文たび会区
３

数理田

び処所神

及書

の方札札海る

）丁

量用

務海海

単をの道事北北

定告育を道道

価決公教

し庁担教函

た渡当育館

手島す庁市

続教る渡美
丁

局織教４

育組島原 円

称企６

示名局目

告の育

及松大

ココし月名

第

ンンた

住リ市

ピピ日日び下阪

タス央

ーー所ー中

ュュ

橋

一一レ麗
ク高

・区

タ

ト丁
ッ１

式式ジ

物
台台株目

量
数

び
及

称
名
の
等

日品

一目

号号 ６

北

式

９
番

校
３

×
台号

６及画番

）
科
業

商

号び総

××式６

地
在課

所務号

号

校校社６

１２会番 道
海

））
科科

業業
職職

教
島

渡
庁

育
教

一育

一局

二

努
塚

平
長



６７

般成成約名所

一平平契

平 に在 競

成 争年年関称地

十 入北北す

四 札海海る

年 の道道事北北

八 告上上務海海

北 海

３４５

札額約般

平落落月契一

者金の競

成札氏住

相争 年の名所額

手入 氏

方札 月名

を 及エ東

決 日びヌ京

道 公 報

２
を

物札

アイアイウ落

パパ品

決

ソソの定 台台台 ーー等

し ナナ数

た

ココ日 台台台 ルル量

第

１ 北

次 海

の平落 道

と成札物 教

に品 お 育

り年係等 庁

一８るの 上

般月物名 川

品称 競 教

争日等 育

号

称地

に在

約名所

契
アイ

事北北

る
す

関

月 示川川を道道

二 教教担教旭

十 育育当育川

日

上上る上永

庁庁す庁市

教教織教６

川川組川山

育育の育条

火 局局名局

告告称企丁

曜 示示及画目

第第び総

日

住イ都定 円

番 ２３所務

ー芝手

シ区た

所ー港し

ス目
ー丁

リ５続

株
式番
会

×××

社号

式 ピピ式５一２ ンン８

ーー））） ュュ）式式

別良川別

士富中士 タタ

業緑業業 書商野商商 文

等高等等 理高峰高高 処

校学校校 ）学等学学 用

、校、

入の１ 局

札名月 告 道

に称当 示 教よ及た 第
育りびり ４

落数の 号 庁札量単

上

を）

者価

川決

教

し海

定北

育

教函

を道道

務海海

た道

る渡美

す庁市

当育館

担

目

の育丁

織教４

組島原

及画番

称企６

名局
び総

地学地 号号在課 中

）
正係

改理

部管

一校

名

高

凌）業

光式商

寄２川

校校

学学

等等

高
、
）
式
２

局

育

。教

告庁

示

務号

村
河

長
局
育
教

川
上

方て
合っ
沖よ

地
在課

所

す
捕

けた
おれ
にま
位囲 合表

場川流の

るこ 河長

河左 、よ

はに 名川

和同調

将
猛

こる

胆

胆表 胆 振整

振年平振の 海

支法成支右
規

区

庁欄
則

庁律 漁

管第年管に 業

８内掲
昭

内 調和

月のげ 伊 整

合う
沖い
該を
当面
る海

だ
ん

結
を
点

の
離
距。

川海 の河

び右 り付 及 限区口 口岸

で近 沿海 なの

沖 。域

い区 岸岸

は 左

合、 方左 方

位右

真海 右

方岸

号次る 達 委年

市日表期 ） 員

のの間 第北

会海

左は 長 指

流欄 条道

示規

川にさ 第 第

河掲け １則

１

口げ・ 項第

号の 付るま

に川」） 定 近河す号 規
基 お胆のを第 に
け振河採 づ

指胆
振
海
区
漁
業
調

一
一
三

該
当

の
れ

ぞ
れ

そ
び

及
線

点
の
合

沖

位の 方

）当

沖 域該
距
離

期、 成と 平点
の 合

そ
か 月点 ９の 年

ら １

区付しの き る海口捕条

、

業では定 次 さ漁近て規
らよ と ・調、なに の け
り す委表なり お ま整同
会中。知 制 」員のい、
だの す 捕会欄た事 限 採

可 。 つ掲し許 る に長に

てる北を

い北げ、

整
委
員

示会

そ 日月

に
線
だ

ん
結

を
れ か 受

該
当 でれ ま 間ぞ ら日 海た

漁域道け

、山区海
い漁が

法お面者

業秋に
男
、

昭て業採



毎
週
火
・
金
曜

北 海 道 公 第報 号

平
成
十
四
年
八

日
発
行

月
二
十
日

火

曜

日

（
購
読
料
金（
送
料
と
も
）は
月
額
三
千
四
百
四
十
円
）

印編発

刷集行

富北北
海士
道プ
総リ
務ン
部海

一
一
四

ト法
株制
式文
会書
社課道


